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【概要版】



本ビジョンの期間は、現在の30 代、40 代の若い空手家が中心となって、
実現に向けて取り組んでいくための期間として、2018 年度から2037年度
までの20 年間とします。

○ 沖縄を発祥の地とする空手は、厳しい鍛錬を通して身体を鍛えると
ともに、心を磨き礼節を重んじる「平和の武」として国内外に広く普及し、
現在では、空手愛好家は世界中で１億３千万人いるといわれています。

○ 沖縄の空手家の努力によって、明治から大正にかけて国内に普及
し、その後、多くの空手家の活躍によって世界中に広がった空手は、
2020年東京オリンピックの正式種目として採用されました。

○ 今後、オリンピックの開催に向けて、ますます空手への注目度が高
まるとともに、空手愛好家のさらなる増大が予想されるなか、県、空手
関係団体、経済界等の様々な分野が一体となって、沖縄を発祥の地と
する空手の保存・継承・発展を図る取り組みを戦略的に行うためには、
めざすべき将来像となる沖縄空手振興ビジョンを策定し共有する必要
があります。

○ 県、空手関係団体、経済界等の様々な分野が共通認識として、空手
の価値と現状を確認し、協働のもと伝統文化である沖縄空手のめざす
べき将来像を描くことで、戦略的かつ計画的に空手の保存・継承・発展
を図っていきます。
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１ 沖縄空手振興ビジョンについて

２ ビジョンの期間



ユネスコ無形文化遺産へ
の登録等
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【保存・継承】

将来像 主要施策 施策項目

技及び精神性の継承

学術研究・体制

・効果的な道場の運営や広報による門下生の増加
・型の技術体系書とＤＶＤを揃えた教材の整備
・指導体系書の策定と指導体制の確立
・沖縄伝統空手道振興会版の継承プログラムの策定

・国内外の空手愛好家に型の運用法に加え道徳的な指導を
行う

・沖縄伝統空手道振興会の組織運営基盤の強化

・来訪する空手愛好家へ空手の技及び精神性を的確に伝える
ため流派連絡会を設置し技術講習会や情報交換会を実施
・道場の運営基盤の安定強化（運営資金の確保）

・県指定無形文化財保持者の適切な追加認定
・ユネスコ無形文化遺産への登録に向けた気運の醸成を図る

【普及・啓発】

・高等教育機関と連携した研究活動

公認段位制度
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空手を取り巻く環
境変化を的確に
捉えた施策の推
進により世界中
の空手が「空手発
祥の地・沖縄」を
認識している。

武道教育と空手の活用

・国内外への「空手発祥の地・沖縄」の発信
・世界各国への沖縄空手支部設立による連携強化
・沖縄空手大使の設置による各国への普及活動

・ギネス記録更新に向けた「空手の日」と「ｳﾁﾅｰﾝﾁｭ大会」との
連携
・国内外での沖縄空手の披露と県内セミナーの実施
・国内外のイベント会場における演武披露

沖縄空手関係団体・流
派・道場間の連携

・教育関係機関との連携による学校での集団演武
・新たな幼児向けの型の創作
・子ども向けのキャラクターや絵本の制作
・来訪する海外空手家と子ども達との交流の場の創出
・新たな魅力の発信（女性向け空手エクササイズ等）

３ 沖縄空手振興ビジョンの体系

空手発祥の地・沖縄

・沖縄空手の技量等を確認するための客観的指標となる新た
な段位制度を検討

競技と伝統

競技力の強化

・世界で実施されている空手大会等の県内誘致
・沖縄空手国際大会の定期開催に向けた仕組の構築
・沖縄空手案内センターの機能強化

・オリンピック等をめざす空手家への支援策の検討

【振興・発展】 振興・発展の全体戦略

情報通信の活用

・「空手の聖地・沖縄」の確立
・ロールモデルの策定
・空手のコンテンツ制作
・空手の魅力を伝える演武会等の開催
・強力な事務局体制の構築
・社会経済状況等の変化を見据えながら施策推進

・空手に関するアプリケーションの開発

（沖縄空手情報にアクセスできるシステム構築）（空手関連商
品の開発）（昇級昇段試験の管理）

産業振興 ・空手を組み込んだ旅行商品の開発
・長期滞在型宿泊施設の整備
・平和と伝統文化を学び体験できる観光地としての拠点形成
・ライセンシングによる権利保護と活用
・フランチャイズ方式による道場運営の検討
・空手経済圏の構築と多様な金融支援策の検討

空手家が豊かな
人生を歩む「空手
の聖地・沖縄」が
確立されて空手
による産業振興
が図られている。

人づくり ・産官学連携による空手を活用した人づくりの体系化
・空手を軸としたマーケティング戦略の構築
・エンターテイメント作品の制作による人材育成
・来訪する外国人に向けた空手の普及活動の推進

空手の型に秘め
られた精緻な技と
平和を希求し礼
節を重んじる精神
性が正しく次世代
へ受け継がれて
いる。



本ビジョンの策定にあたり、沖縄を発祥の地とする空手の将来を見据え
て守るべきもの、新たに取り組むべきものなど、今後、必要な施策を推進
する際の根幹となる基本理念として、【保存・継承】【普及・啓発】【振興・発
展】の３つのキーワードを設定します。

○先人により創造され育まれ受け継がれてきた精緻
な技と平和の武としての精神性を保存する。
○後継者を育成し空手の型に秘められた精緻な技と
平和を希求する精神性を継承する。

【保存・継承】

○県民が世界に誇れる伝統文化として沖縄を発祥の
地とする空手の価値を認識している。
○沖縄空手のブランド化に向けて伝統空手を確実に
継承しつつ競技空手についても推進し子ども達に
夢を描かせ、世界に向けて「空手発祥の地・沖縄」
を普及・啓発する。

【普及・啓発】

○空手家が経済的に自立し世界中の人々から尊敬
されるとともに、沖縄は空手に関する夢が叶い殆ど
の課題が解決される「空手の聖地」となっている。
○空手を目的とした交流人口の拡大が、新エンジン
となって沖縄経済の成長に資するとともに、自我作
古の気概を持って空手界及び産業間が連携し振
興・発展に取り組む。

【振興・発展】
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４ 基本理念



基本理念である３つのキーワードのもとに、沖縄の伝統文化である空手
の価値を県民のみならず世界の人々が認め、これまで以上に国内外に広
く普及し、「空手発祥の地・沖縄」を認識するとともに、空手を目的とした沖
縄への交流人口の拡大により、各種産業への経済波及効果が増大し、空
手が沖縄経済を成長させる新エンジンとなっている。この状態をあらわす
将来像として次の３つを設定します。
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空手の型に秘められた精緻な技と平和を希求し礼
節を重んじる精神性が正しく次世代へ受け継がれて
いる。

【保存・継承】

空手を取り巻く環境変化を的確に捉えた施策の推
進により世界の空手家が「空手発祥の地・沖縄」を認
識している。

【普及・啓発】

空手家が豊かな人生を歩む「空手の聖地・沖縄」が
確立されて空手による産業振興が図られている。

【振興・発展】

５ めざすべき３つの将来像



沖縄が世界に誇る伝統文化である空手を今後とも保存・継承・発展させ
るためには、今日まで受け継がれ未来に向け伝統として守るべきもの、時
代の変化に応じて適切に対応すべきもの、「空手発祥の地・沖縄」として新
しく取り組むべきものを明確化し、沖縄空手の「あるべき姿」「ありたい姿」
として、めざすべき将来像を描き、その実現に向けた推進戦略を関係機関
が一体となって構築します。

６ めざすべき将来像と推進戦略
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